
子どもの日本語教育研究会第９回大会
２０２４年３月９日（土）
ポスター発表（実践）

一斉授業と日本語支援:アイデア共有の可能性を探る

-NHK for School「ツールボックス」制作を通して見えてきたもの-

草 谷 緑
ＮＨＫエデュケーショナル

教育グループ

シニア・プロデューサー

※ ２０２４年３月現在のウェブ掲載内容に

もとづいています



自己紹介

１９９４年 ディレクター職でＮＨＫ入局
大阪局、国際放送局、学校放送番組局等を経て
２０２０年７月より（株）ＮＨＫエデュケーショナル出向

現在の担当

・「ＮＨＫ高校講座」
・「多言語・多文化な子どもたちとどう学ぶ？学習支援のツールボックス」

（略して「ツルボ」）



今日の内容

１）NHK for School「ツルボ」とは

２）日本語支援における動画活用の利点

３）アイデア共有の試み 日本語支援 ⇔ 一斉授業

４）成果と課題



NHK for School

・動画１万本
・学年・教科別、キーワード検索
・ワークシートや授業案

学校の授業での活用が目的

日本語を母語とした児童生徒を想定

↓

日本語支援でも有効！

https://www.nhk.or.jp/school/


ツルボ

＊コンテンツ活用・実践集

＊多文化共生プレイリスト

＊自動翻訳マニュアル

＊リンク集 など

https://www.nhk.or.jp/school/cld-toolbox/


コンテンツ活用・実践集

１５例（2024年3月現在）



今日の内容

１）NHK for School「ツルボ」とは

２）日本語支援における動画活用の利点

３）アイデア共有の試み 日本語支援 ⇔ 一斉授業

４）成果と課題



動画活用の利点①

視覚化…映像でイメージをつかむ

図で概念を理解する

「おはなしのくにクラシック 枕草子」
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005150081_00000
「ピタゴラスイッチ たまごかいぎ」
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005260232_00000



動画活用の利点②

多様な日本語の音声に触れる

「おはなしのくに 賢者のおくりもの」
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005150537_00000
「ふしぎエンドレス 理科４年 電池カーの速さのひみつ」
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005110403_00000



動画活用の利点③

ウェブコンテンツならではの機能を利用



動画活用の利点④

共感しながら見る

「銀河銭湯パンタくん パンタのらくちん作戦」
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005130258_00000
「おはなしのくに はだかの王さま」
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005150298_00000



動画活用の利点⑤

気分転換…飽きたら目先を変えて

「ことばドリル かくときのことば」
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005150208_00000
「さんすうレスキュー！ 分数（２年）」
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005160098_00000



① 視覚化
② 日本語の音声
③ ウェブ機能
④ 共感
⑤ 気分転換

これらの利点は
日本語教育の知識のない教員にも
応用可能なのでは？

日本語教育のことは
よくわからない…

Byクラス/教科担任

     ↑
NHK for School
ユーザーの多数



今日の内容

１）NHK for School「ツルボ」とは

２）日本語支援における動画活用の利点

３）アイデア共有の試み 日本語支援 ⇔ 一斉授業

４）成果と課題

個別・少人数
別室

集団
教室（在籍級）



ｃｖ

・日本語担当
・クラス担任・教科担任
・インターナショナルスクール
・地域支援
・国際支援関係者
・スクールカウンセラー

多様な立場・視点

このやり方いいですね。
私もやってみようかな♪

各実践に
コメントを
掲載

ｃｖ

・参考になった点
・自分の現場でも

生かせそうか
・自分ならどう

アレンジするか



小川郁子

(高校・社会/日本語・少人数)

動画を見る宿題は

思いつかなかった。

教科書や資料より

取り組みやすい。

自分で再生したり

止めたりするので、

授業で一斉に見る

より主体的。

(中学・社会・一斉)



・言葉のハードルを下げる工夫

（絵カード・指差しなど）

・作文や発表のスモールステップ

（語彙や文型の提示・思考ツールなど）

・母国の文化を尊重する視点

（出身国との対比）

日本ルーツの生徒の
学びも深まる！

すべての子どもに有効！

《日本語母語の子どもを想定した動画》

日本語支援の場 ⇒ 一斉授業に「逆輸入」

クラス担任

教科担任

動画活用以外にも…



さらに…

一斉授業 ⇒ 日本語支援にも「逆輸入」

・クラス担任・教科担任による実践

・ＩＣＴ教育/放送教育/国際理解教育

すべて
一斉授業

日本語担当



・一斉視聴と個別視聴の組み合わせ

・スクリーンショットを撮る、投票するなどの機能の活用

河田麻佑 (中学・クラス担任・一斉)

(中学・日本語・少人数)

大切な場面を探しながらの
再視聴には意味がある



・集団だからこその学び

・多様性を肯定する



今日の内容

１）NHK for School「ツルボ」とは

２）日本語支援における動画活用の利点

３）アイデア共有の試み 日本語支援 ⇔ 一斉授業

４）成果と課題



・専門分野を超えたアイデア、知恵、ノウハウを発掘・共有できた

・立場や専門性の違う大人が複数関わることの重要性を認識した

成果・発見

課題

・日本語を専門としない教員による実践が共有される場

・専門分野を超えた交流の機会



どうもありがとうございました

NHK for School ツルボ
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